
令和３年度 名古屋芸術大学 

入 学 試 験 問 題 

一般入学試験 １期 

〔 英 語 ・ 数学 ・ 国語 〕 

（解答時間：各５０分） 

令和 ３年 ２月 ２日（火） 

１科目目 解答時間  ９：３０～１０：２０ 

２科目目 解答時間 １０：３０～１１：２０ 

 

【注意事項】 

１．問題冊子（本紙）、解答用紙が各１枚あり、試験問題は全 22ページあります。 

英語 (1)～(5)ページ、数学 (7)～(11)ページ、国語 (22)～(12)ページ 
［※国語のみ右開きのため］ 

２．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。 

３．解答はすべて解答用紙に記入してください。 

４．試験中に問題冊子や解答用紙の印刷不鮮明等に気づいた場合は、静かに手を挙げて 

監督者に知らせてください。 

５．解答用紙の指定された箇所に必ず受験番号と氏名を記入してください。 

６．問題文及び設問文は声に出して読まないようにしてください。 

７．試験終了の合図があったら、すみやかに筆記具をおき、解答をやめてください。 

指示に従わない場合は不正行為となることがあります。 

８．問題冊子・解答用紙はいずれも回収します。 

９．不正行為について 

(1) 不正行為には厳正に対処します。 

(2) 不正行為を行った事実が発覚した場合は、その時点で受験を取りやめさせ退室させます。 

 

受験番号                 

 

氏  名                 

 

令和３名芸一般１英数国 





〔 英 語 〕 

【注意事項】 

１．試験問題は(2)～(5)ページです。 

２．英語の問題は左開きです。 

３．解答はすべて英語の解答用紙に記入してください。 
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Part I． 以下の英文を読み、設問に答えなさい。

Dangers of Internet Addiction

How many hours a day do you spend on your cell phone?
Today, more and more young people are (1) spend more and more time on

smartphones and computers. According (  ア  ) a 2013 survey (2) carry out by the
Japanese Cabinet Office(1), 97.2% of high school students owned a cell phone; of
(3) , 82.8% had a smartphone. This is a (a) drastic increase (  イ  ) 2010, when
only 3.9% of those with cell phones had smartphones. The survey also shows that the
spread of smartphones has (4) lead to increased access to the Internet among children,
whose average access time on a weekday is 107 minutes. The Cabinet Office also found
that 40% of Japanese children log on to the Internet more than two hours a day, and
that 8% spend more than five hours a day online.

This has led to some serious social and psychological problems. Heavy Internet
users become obsessed with staying online and develop an addiction(2) to games, social
media sites, and free communication systems such as LINE.

The various (b) adverse effects of such addictions (5) have been reported in
most developed countries. Many young addicts suffer from headaches and sleep
disturbances such (  ウ  ) insomnia(3). They fail to maintain normal weight due to (6) eat
irregularities. And many are more likely to experience (c) emotional distress(4), isolation,
anxiety(5), and depression. A British study suggests a clear link (  エ  ) (d) excessive
Internet use and lower self-esteem(6). Those young people who spend more than four
hours a day looking at a screen are particularly (e) vulnerable to mental disorders.

Several related studies conducted in China make clear the effects of Internet
use on brain structure. One study has shown that volume losses were seen in the gray
matter(7) areas of Internet addicts’ brains. These areas are involved (  オ  ) people’s
ability to develop empathy and compassion for others. Another Chinese study used
Magnetic Resonance Imaging (MRI) scans to look at the brains of Internet-addicted
teenagers and found significant damage in the white-matter(8) nerve fibers(9) connecting
the brain areas (f) governing emotions, decision-making, and self-control. Similar
damage can be seen in the brains of heavy alcohol and drug users.

Of course, the Internet gives us all kinds of benefits: easy access to information
and knowledge and increased communication with people around the world, to name
just two. But at the same time, we should be aware (  カ  ) the real risks of excessive
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Internet use so as to avoid its adverse effects.

注：(1) the Japanese Cabinet Office: 内閣府
(2) addiction：依存症
(3) insomnia：不眠症
(4) distress：苦痛・苦悩
(5) anxiety：不安

(6) self-esteem：自尊感情
(7) gray matter：（脳の）灰白質部
(8) white matter：（脳の）白質部
(9) nerve fiber：神経繊維

（出典：園城寺康子 他『MINDFULNESS Developing Personal and Environmental Awareness これからの
健康的な社会へ』pp.14-15. 南雲堂 2016年より。出題の都合上、原文の一部に変更を加えている。）
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 

1. 下線部(1) spend の正しい形を、①～④から選びなさい。
① spend ② spends ③ spent ④ spending

2. 下線部(2) carry の正しい形を、①～④から選びなさい。
① carry ② carries ③ carried ④ carrying

3. 下線部(3)に当てはまる語を、①～④から選びなさい。
① this ② then ③ these ④ how

4. 下線部(4) lead の正しい形を、①～④から選びなさい。
① lead ② leads ③ led ④ leading

5. 下線部(5) have の正しい形を、①～④から選びなさい。
① have ② has ③ had ④ having

6. 下線部(6) eat の正しい形を、①～④から選びなさい。
① eat ② ate ③ eating ④ to eat

7. 二重下線部(a)～(f)の語の、文中での
、、、、

意味に最も近い語を、①～④から選びなさい。

(a) drastic ① 感動的な ② 大幅な ③ 有害な ④ 深刻な

(b) adverse ① 逆の ② 本当の ③ 有害な ④ 有益な

(c) emotional   ① 感情的な ② 深刻な ③ 一時的な ④ 恒常的な

(d) excessive   ① 稀な ② わずかな ③ 適度の ④ 過度の

(e) vulnerable   ① 受けやすい ② 貴重な ③ 健康な ④ 強力な

(f) governing   ① 阻害している ② 促進している ③ 司っている ④ 制限している
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8. 本文中( ア )～( カ )に当てはめるのに適切な前置詞を、それぞれ①～⑩から選びなさい。た
だし、同じ選択肢は1度しか使わない。

① as ② at ③ between ④ from ⑤ in

⑥ of ⑦ on ⑧ to ⑨ under ⑩ with

9. i～vi.は本文に出てくる単語です。下線部の発音が同じものを、①～③から選びなさい。
i. survey： ① earth ② fury ③ heart
ii. owned： ① corn ② hot ③ open
iii. headaches： ① arch ② monarch ③ church
iv. isolation： ① buy ② bit ③ busy
v. empathy：  ① theater ② tough ③ worthy
vi. addicted：  ① called ② hopped ③ recorded

10. i～vi.は本文に出てくる単語です。一番強く発音する部分を、①～⑥から選びなさい。

i. av / er / age ii. psy / cho / log / i / cal iii. com / mu / ni / ca / tion
① ②   ③ ① ②    ③  ④  ⑤ ① ②  ③   ④   ⑤

iv. dis / turb / ance v. ir / reg / u / lar / i / ties vi. ex / ces / sive
① ② ③ ①   ②  ③  ④  ⑤ ⑥ ① ②    ③

11. (あ)～(お)の記述のうち、本文に書かれていることには T、書かれていないことには Fと書き
なさい。

(あ) 2010年には、携帯電話をもっている高校生は3.9%しかいなかった。

(い) インターネットを使いすぎる人の中には、ゲーム依存症になる人もいる。

(う) スマートフォンの使用は、途上国でも広がっている。

(え) インターネットに依存する若者は、適性体重を保てない傾向がある。

(お) インターネットを多く使うほど、人との共感力を司る脳の部分が発達する。

Part II . 日本語を参考に、語句を並べ替えて英文を完成させなさい。
＊ただし各問 1つずつ使わない語句がある。
＊文頭にくる語も小文字で示してあるが、解答は文頭を大文字で始めること。

1. 鈴木先生と会う約束があります。
an appointment / have / I / Prof. Suzuki / with / to    .
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2. その事故に関しては確かな情報が何もない。
about the accident / any / information / is / no / reliable / there   .

3. このレストランの料理はどれもとてもおいしい。
are / at / every dish / is / really good / this restaurant    .

4. お腹が空いたでしょう。
are / be / hungry / must / you    .

5. これを読み終わったら家に帰ろう。
after / home / I / I’ll / finish / go / reading / this / to    .

英語 4
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〔 数 学 〕 

【注意事項】 

１．試験問題は(8)～(11)ページです。 

２．数学の問題は左開きです。 

３．解答はすべて数学の解答用紙に記入してください。 
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第１問 次の各問いに答えなさい。

問１ 実数 x，yは x+ y =
√
3，xy = −2を満たすとする。このとき，x4 + y4の値を求めなさい。

問２ N = (1 +
√
7 +

√
5)(1 +

√
7−

√
5)とおく。N の整数部分を求めなさい。

問３ 次のデータはある 5人の生徒の，通学にかかる時間である。

10分，14分，32分，30分，19分

このデータの分散を求めなさい。

問４ 8文字のアルファベット a，a，a，b，c，d，e，f を 1列に並べるとき，文字 aが互いにとなり合
わない並べ方は何通りあるか求めなさい。

問５ nを 2以上の整数とする。n進法で書かれた数を，その数の右下に (n)を付けることによっ

て表す。例えば，3.1(6)は 6進法で書かれた数である。次の式の にあてはまる数を求

めなさい。

3.1(6) + 10.1(2) = (3)

数学 1
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第２問 次の各問いに答えなさい。

k，aを実数の定数とする。ただし，a > 0とする。xについての 2次方程式

x2 + (k − 7)x+ k − 12 = 0 · · · · · · 1⃝

と，2つの 1次不等式

x+ 5 > 1
2
a · · · · · · 2⃝

x ≦ 2a+ 1
3

· · · · · · 3⃝

を考える。 1⃝が x = 3を解にもつとき，次の各問いに答えなさい。

問１ 1⃝の x = 3以外の解を求めなさい。

問２ 2⃝， 3⃝の 2つの不等式を同時に満たすような x全体の集合を Sとおく。 1⃝の解がともに S

に含まれるような aの値の範囲を求めなさい。

問３ 1⃝の解がともに問２の Sに含まれ，かつ Sがちょうど 6個の整数を含むような aの値の範
囲を求めなさい。

数学 2
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第３問 次の各問いに答えなさい。

xを正の定数とし，円Oに内接する四角形ABCDが，

AB = 3，BC = CD = x，DA = 3
2
x，∠ABC = 120◦

を満たしている。

問１ xの値を求めなさい。

問２ 円Oの半径を求めなさい。

問３ 直線ABと CDの交点を Pとする。三角形 BPCの面積を求めなさい。

数学 3
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第４問 次の各問いに答えなさい。

xy平面上で，はじめ点Pは原点にあり，コインを投げて表が出たときは x軸方向に+3，y軸方
向に+1だけ移動し，裏が出たときには x軸方向に−1，y軸方向に+2だけ移動するものとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，コインの表，裏が出る確率はともに 1
2
である。

問１ 最も少ない回数で，点 Pの x座標と y座標が等しくなるとき，コインを投げる合計の回数
を求めなさい。ただし，少なくとも 1回はコインを投げるものとする。

問２ コインを 6回投げて，点 Pの x座標が 3の倍数，または，y座標が 4の倍数となる確率を
求めなさい。

問３ n は，1 ≦ n ≦ 150 を満たす自然数とする。コインを n 回投げたところ，点 P は直線

y = 2
3
x+1上に存在した。このような nの値としてあり得るもののうち，最大のものを求め

なさい。

数学 4
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問
二

空
欄

Ａ

に
入
れ
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

に
く
か
る 

 

イ 

に
く
き 

 

ウ 

に
く
け
れ 

 

エ

に
く
し 

問
三

傍
線
部
２
「
な
の
め
に
」
、
４
「
か
た
は
ら
い
た
し
」、
５
「
よ
き
人
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

２

ア

平
凡
に 

イ

ま
め
に

ウ

い
い
加
減
に 

エ

事
細
か
に

４

ア

潔
い 

 

イ

苦
々
し
い 

 

ウ

比
べ
る
も
の
が
な
い

エ

珍
し
く
て
飽
き
な
い 

５

ア

美
し
い
顔
か
た
ち
の
人

イ

仕
事
の
上
手
な
人

ウ

性
格
の
穏
や
か
な
人

エ

身
分
の
高
い
立
派
な
人

問
四

傍
線
部
３
「
ら
ん
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

一
語
の
助
動
詞 

 

イ 

形
容
動
詞
の
一
部 

＋ 

助
動
詞 

 

ウ 

助
動
詞
の
一
部 

＋ 

助
動
詞 

 

エ

動
詞
の
語
尾 

＋ 

助
動
詞

問
五

傍
線
部
６
「
い
み
じ
う
ね
た
う
」
は
ウ
音
便
の
語
句
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
は
イ
音
便
の
語
句
も
あ
る
。
そ
の
語
句
を
書
き
な
さ
い
。

問
六

傍
線
部
７
「
い
ふ
」
の
活
用
形
を
書
き
な
さ
い
。

問
七

空
欄

Ｂ

に
は
、
直
前
の
「
お
は
す
る
」
と
同
じ
種
類
の
敬
語
動
詞
が
入
る
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

さ
ぶ
ら
ふ

イ

の
た
ま
ふ

ウ

つ
か
ま
つ
る

エ

き
こ
ゆ
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第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

文
こ
と
ば
な
め
き
人
こ
そ
い
と

Ａ

。
世
を
な
の
め
に
書
き
流
し
た
る
こ
と
ば
の
に
く
き
こ
そ
。
さ
る
ま
じ
き
人
の
も
と
に
、
あ
ま
り
か
し
こ
ま
り
た
る
も
、

げ
に
わ
ろ
き
こ
と
な
り
。
さ
れ
ど
、
わ
が
得
た
ら
ん
は
こ
と
わ
り
、
人
の
も
と
な
る
さ
へ
に
く
く
こ
そ
あ
れ
。

お
ほ
か
た
さ
し
向む

か

ひ
て
も
な
め
き
は
、
な
ど
か
く
い
ふ
ら
ん
と
か
た
は
ら
い
た
し
。
ま
い
て
、
よ
き
人
な
ど
を
さ
申
す
者
は
、
い
み
じ
う
ね
た
う
さ
へ
あ
り
。
田
舎

び
た
る
者
な
ど
の
さ
あ
る
は
、
を
こ
に
て
い
と
よ
し
。 

 

男
を
と
こ

主
し
ゆ
う

な
ど
な
め
く
い
ふ
、
い
と
わ
る
し
。
わ
が
使
ふ
者
な
ど
の
「
な
に
と
お
は
す
る
」「 

Ｂ

」
な
ど
い
ふ
、
い
と
に
く
し
。
こ
こ
も
と
に
、「
侍
り
」
な
ど

い
ふ
文
字
を
あ
ら
せ
ば
や
と
聞
く
こ
そ
多
か
れ
。
さ
も
い
ひ
つ
べ
き
者
に
は
、「
あ
な

（
注
２
）

、
に
げ
な
、
愛あ

い

敬
ぎ
や
う

な
。
な
ど
か
う
、
こ
の
こ
と
ば
は
な
め
き
」
と
い
へ
ば
、

聞
く
人
も
い
は
る
る
人
も
わ
ら
ふ
。
か
う
お
ぼ
ゆ
れ
ば
に
や
、「
あ
ま
り
見
そ
す
」
な
ど
い
ふ
も
、
人
わ
ろ
き
な
る
べ
し
。

『
枕
草
子
』

（
注
）
１ 

男
主 

―
― 

一
家
の
男
主
人
。 

２

あ
な
、
に
げ
な 

―
―

な
ん
て
不
似
合
い
な
。

３

愛
敬
な 

―
―

か
わ
い
げ
が
な
い 

問
一

傍
線
部
１
「
文
こ
と
ば
な
め
き
人
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

言
葉
遣
い
が
雑
な
人 

 

イ

手
紙
の
文
句
の
失
礼
な
人 

 

ウ 

話
し
言
葉
が
無
礼
な
人 

 

エ

文
章
を
書
く
の
が
下
手
な
人 

（
注
３
） 

（
注
１
） 

７

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６

 
 
 
 
 
 
 
 

 

５

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４

 
 
 
 
 
 
 
 

 

３

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 
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問
十

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ア

あ
ら
ゆ
る
形
而
上
学
の
出
発
点
は
、
自
己
の
存
在
不
安
で
あ
る
。

イ

宇
宙
全
体
が
ど
の
よ
う
な
法
則
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

ウ

人
類
よ
り
も
高
次
の
存
在
が
、
生
命
の
意
味
を
上
か
ら
規
定
す
る
事
態
は
あ
り
う
る
。

エ

理
性
的
に
考
え
れ
ば
、
生
命
の
誕
生
や
そ
の
連
鎖
は
偶
然
の
出
来
事
に
す
ぎ
な
い
と
わ
か
る
。
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問
六 

「
こ
の
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
は
無
限
に
続
き
、
結
局
は
無
限
遡
行
に
陥
る
。」
は
、
あ
る
段
落
の
最
後
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
一
文
を
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
段

落
の
最
初
の

、
、
、
五
文
字
を
本
文
か
ら
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
七

傍
線
部
Ｘ
「
肝
要
」、
Ｙ
「
昇
華
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｘ

ア

初
歩
で
あ
る
と
い
う
こ
と

イ

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

ウ

難
し
い
と
い
う
こ
と 

 

エ

役
に
立
つ
と
い
う
こ
と 

Ｙ

ア

勢
い
よ
く
上
昇
さ
せ
る
こ
と 

 

イ

一
段
上
に
高
め
る
こ
と 

 

ウ

過
大
評
価
す
る
こ
と 

エ

優
先
す
る
こ
と 

問
八

空
欄

Ｅ

に
は
、「
首
」
か
ら
始
ま
る
四
字
熟
語
が
入
る
。
こ
の
空
欄
に
最
も
適
切
と
考
え
ら
れ
る
四
字
熟
語
を
書
き
な
さ
い
。

問
九

傍
線
部
２
「
神
は
何
の
理
由
も
な
く
た
だ
誕
生
す
る
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
う
な
の
だ
と
筆
者
は
述
べ
て
い
る
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ア

神
話
、
宗
教
、
形
而
上
学
は
、
結
局
は
す
べ
て
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
。 

イ

神
話
の
多
く
は
、
一
番
初
め
に
ま
ず
神
々
が
誕
生
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
。 

ウ

神
と
は
、
理
性
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
究
極
の
根
拠
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
。

エ

神
が
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
。 
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問
二

空
欄

Ａ

・

Ｃ

・

Ｆ

 

に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ

ア

た
と
え
ば 

 

イ

こ
の
よ
う
に 

 

ウ

な
ぜ
な
ら 

 

エ 

ひ
い
て
は 

Ｃ

ア

逆
に 

 

イ

そ
の
う
え 

ウ

そ
の
た
め

エ

だ
が

Ｆ

ア

に
も
か
か
わ
ら
ず 

 

イ

と
い
う
の
も 

 

ウ

と
は
い
え 

エ

む
し
ろ

問
三

空
欄

Ｂ

・

Ｄ

 

に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｂ

ア

自
己
の
存
在

イ

生
命
の
存
在 

 

ウ

世
界
の
存
在 

 

エ

他
者
の
存
在 

Ｄ

ア

画
一
的

イ

精
神
的 

 

ウ

道
徳
的 

 

エ

理
知
的 

問
四

傍
線
部
ｃ
「
起
因
」、
ｄ
「
鑑
み
る
」
、
ｅ
「
術
」、
ｇ
「
囚
人
」、
ｊ
「
遡
れ
な
い
」
の
漢
字
部
分
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
（
送
り
仮
名
は
記
入
不
要
）。 

問
五

傍
線
部
１
「『
生
命
の
連
鎖
』
の
謎
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
謎
だ
と
筆
者
は
述
べ
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア

～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

い
つ
か
は
死
ん
で
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ
必
死
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
謎
。 

イ

こ
の
世
界
に
ど
の
よ
う
に
し
て
生
命
が
誕
生
し
、
ま
た
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
謎
。

ウ

生
命
が
誕
生
し
た
理
由
や
、
そ
の
営
み
が
継
続
し
て
い
る
理
由
は
何
な
の
か
と
い
う
謎
。

エ

祖
先
を
順
々
に
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
、
本
当
に
生
命
の
起
源
に
辿
り
着
け
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
謎
。 
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こ
と
は
で
き
な
い
。
全
体
性
の
認
識
を
目
指
す
理
性
は
人
を
形
而
上
学
的
探
究
へ
と
駆
り
立
て
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
探
究
に
は
初
め
か
ら
限
界
が
存
在
し
て
い
る
の

だ
。

岩
内
章
太
郎
『
新
し
い
哲
学
の
教
科
書 

現
代
実
在
論
入
門
』

※
出
題
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加
え
て
あ
る
。

（
注
）
１ 

福
音 

―
― 
喜
ば
し
い
知
ら
せ
。 

２

カ
ン
ト 

―
― 
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
四
）。 

３

Ｍ
．
ハ
イ
デ
ガ
ー 
―
― 

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
（
一
八
八
九
～
一
九
七
六
）。 

４

メ
タ 

―
―

よ
り
高
次
の
。 

５

措
定 

―
―

存
在
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
と
い
う
こ
と
。

問
一

傍
線
部
ａ
「
シ
ベ
ン
」、
ｂ
「
ハ
ン
セ
イ
」
、
ｆ
「
ソ
ナ
わ
っ
た
」、
ｈ
「
デ
ン
シ
ョ
ウ
」、
ｉ
「
シ
サ
ン
」
の
片
仮
名
部
分
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
（
送
り
仮
名

は
記
入
不
要
）
。 
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な
ぜ
一
体
、
存
在
者
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
む
し
ろ
無
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
？

こ
れ
が
そ
の
問
い
で
あ
る
。
こ
の
問
い
が
決
し
て
あ
り
き
た
り
の
問
い

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
推
察
で
き
る
。「
な
ぜ
一
体
、
存
在
者
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
む
し
ろ
無
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
？
」
―
―
こ
れ
は
明
ら
か
に
す

べ
て
の
問
い
の
中
で
第
一
の
問
い
で
あ
る
。
（
Ｍ
．

（
注
３
）

ハ
イ
デ
ガ
ー
） 

こ
の
思
考
実
験
は
私
た
ち
に
次
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
ま
ず
、
人
類
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
メ
タ

（
注
４
）

‐
存
在
者
（
異
星
人
）
が
、
人
類
の
生
の
意
味
を
上
か
ら

規
定
す
る
と
い
う
事
態
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
メ
タ
‐
存
在
者
が
生
命
の
連
鎖
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
つ
い
て 

Ｅ

 

し
た
説
明
を
提
示
す
る
と
い

う
事
態
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
。
だ
が
、
人
類
の
子
孫
の
一
人
が
最
後
に
呟

つ
ぶ
や

い
た
よ
う
に
、
理
性
は
さ
ら
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
―
―
で
は
、
メ
タ
‐
存
在
者
の

存
在
と
は
一
体
何
な
の
か
、
と
。
そ
う
し
て
、
メ
タ
‐
存
在
者
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
メ
タ
‐
メ
タ
‐
存
在
者
が
現
わ
れ
、
メ
タ
‐
存
在
者
の
存
在
の
意
味
を
上
か

ら
規
定
す
る
と
し
よ
う
。
そ
れ
で
も
、
理
性
は
さ
ら
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
メ
タ
‐
メ
タ
‐
存
在
者
の
存
在
と
は
一
体
何
な
の
か
、
と
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
神
話
、
宗
教
、
形
而
上
学
は
、
そ
れ
以
上
遡
れ
な
い
一
切
の
根
拠
の
根
拠
、
つ
ま
り
究
極
の
根
拠
を

（
注
５
）

措そ

定て
い

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
何
か
他
の
目

的
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
が
そ
れ
自
身
の
た
め
に
存
在
す
る
自
己
目
的
的
な
存
在
者
、
す
な
わ
ち
「
神
」
か
「
超
越
的
な
も
の
」
を
作
り
上
げ

る
の
だ
。
そ
う
し
て
、
理
性
の
無
限
遡
行
は
、
最
終
的
に
は
神
の
存
在
に
よ
っ
て
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
神
話
の
多
く
が
、
神
々
の
生
誕
の
物
語
か
ら
始
ま
る
の

は
そ
の
た
め
だ
。
私
た
ち
は
神
話
の
う
ち
に
神
々
の
存
在
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
は
何
の
理
由
も
な
く
た
だ
誕
生
す
る
（
あ
る
い
は
、
最
初
か
ら
た

だ
そ
こ
に
存
在
す
る
）
が
、
最
高
存
在
者
で
あ
る
神
は
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
〈
私
〉
の
存
在
不
安
は
全
体
化
し
て
世
界
そ
れ
自
体
へ
の
問
い
に
向
か
う
が
、
ど
ん
な
手
段
を
尽
く
し
て
も
、
私
た
ち
が
存
在
に
つ
い
て
の
絶
対
的
根
拠

を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
る
は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
形
而
上
学
の
根
底
に
存
在
不
安
が
あ
る
と
言
い
た
い

わ
け
で
は
な
い
し
、 

Ｆ

、
存
在
を
前
に
し
た
驚
き
や
知
的
好
奇
心
か
ら
形
而
上
学
が
出
発
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
形
而
上
学
的
な
問
題
を
考
え

る
こ
と
に
哲
学
の
使
命
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
な
い
。
こ
こ
で
理
解
し
て
ほ
し
い
の
は
、
私
た
ち
に
は
決
し
て

、
、
、
論
理
的
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
宇
宙
全
体
が
あ
る
物
理
法
則
で
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
は
理
解
で
き
て
も
、
な
ぜ
宇
宙
全
体
が
そ
の
よ
う
な
物
理
法
則
で
貫
か
れ
て
い
る
の
か
を
知
る

ｊ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
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体
の
存
在
に
対
す
る
懐
疑
へ
と
思
考
を
飛
躍
さ
せ
る
の
だ
。
こ
の
飛
躍
の
本
質
が
実
は
論
点
の
す
り
か
え

、
、
、
、
だ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
生
命
の
連
鎖
は
そ
も
そ
も
偶

有
的
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
い
か
な
る
謎
も
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
理
性
は
し
ば
し
ば
個
人
的
で
具
体
的
な
存
在
不
安
を
、
普
遍
的
で
抽
象
的
な
世
界
全
体
の
存

在
の
問
い
へ
と
昇
華
さ
せ
て
き
た
（
あ
る
い
は
論
点
を
す
り
か
え
て
き
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
続
い
て
次
の
よ
う
な
場
面
を
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。

「
異
星
人
に
よ
る
福
音
」
の
思
考
実
験
だ
。 

あ
る
日
、
遠
い
惑
星
か
ら
異
星
人
が
や
っ
て
き
て
、
人
類
に
「
生
命
の
連
鎖
」
の
真
の
目
的
を
告
げ
る
。 

「
人
類
の
遠
い
祖
先
は
、
わ
れ
わ
れ
の
惑
星
の
囚
人
だ
っ
た
。
生
と
は
い
つ
か
犯
し
た
罪
へ
の
罰
な
の
だ
。
あ
な
た
た
ち
人
類
は
試
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
な

た
た
ち
が
生
の
無
意
味
さ
に
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
の
か
を
見
て
い
る
の
だ
。
も
し
人
類
が
生
命
の
連
鎖
を
こ
れ
か
ら
三
〇
〇
世
代
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
ら
、
人
類
の

子
孫
は
故
郷
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
惑
星
に
還
る
こ
と
が
で
き
る
と
約
束
し
よ
う
」。 

こ
れ
は
異
星
人
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
福
音
だ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
あ
る
哲
学
者
は
こ
う
言
っ
た
。 

「
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
で
哲
学
は
終
わ
り
だ
。
存
在
の
真
の
意
味
が
つ
い
に
人
類
に
開
示
さ
れ
た
の
だ
か
ら
」。 

人
類
は
「
異
星
人
に
よ
る
福
音
」
を
来
た
る
べ
き
未
来
へ
の
希
望
と
し
て
デ
ン
シ
ョ
ウ
し
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
生
の
無
意
味
さ
に
耐
え
続
け
た
が
、
つ
い
に
そ

の
日
は
や
っ
て
き
た
。
生
物
学
者
と
人
類
学
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
シ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、
次
の
世
代
で
人
類
は
三
〇
〇
世
代
目
に
な
る
。
あ
の
福
音
が
正
し
い
な
ら
、

人
類
は
故
郷
に
還
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
来
の
哲
学
者
は
叫
ぶ
だ
ろ
う
。 

「
つ
い
に
や
っ
た
ぞ
。
つ
い
に
や
っ
た
ん
だ
。
存
在
そ
れ
自
体
へ
の
問
い
は
、
こ
れ
で
す
べ
て
解
決
し
た
。
さ
よ
な
ら
、
神
話
。
さ
よ
な
ら
、
宗
教
。
さ
よ
な
ら
、
哲

学
！

こ
れ
か
ら
、
永
遠
に
！
」

こ
う
し
て
人
類
の
子
孫
は
許
さ
れ
、
故
郷
の
星
に
還
っ
て
い
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
惑
星
に
は
肉
体
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
。
性
も
国
境
も
家
族
も
、

そ
し
て
死
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
暴
力
も
な
か
っ
た
。 

Ｄ

存
在
に
な
っ
た
人
類
は
、
こ
れ
か
ら
永
遠
に
生
き
続
け
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
と
き
、
人

類
の
子
孫
の
一
人
が
こ
う
言
う
。

「
で
も
、
何
の
た
め
に
？
」 

ふ
り
だ
し
に
戻
っ
た
人
類
は
遠
い
昔
に
書
か
れ
た
哲
学
書
の
一
節
の
意
味
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

Ｙ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ｉ

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

ｈ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ｇ
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こ
れ
ら
の
素
朴
な
疑
問
の
根
底
に
は
、 

Ｂ

に
対
す
る
不
安
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
も
、
な
ぜ
死
ぬ
の
か
も
分
か
ら
な
い
が
、〈
私
〉
は
と

に
か
く
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
し
、
こ
の
一
回
限
り
の
定
め
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
不
安
と
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
厄

介
事
や
人
間
関
係
の
緊
張
に
よ
っ
て
感
じ
る
「
生
活
内
不
安
」
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
〈
私
〉
が
存
在
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
「
存
在
不

安
」
を
意
味
す
る
。
私
の
考
え
で
は
、
存
在
不
安
の
問
題
を
論
理
的
に
追
い
つ
め
る
と
、「
生
命
の
連
鎖
」
の
謎
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る
。
名
前
は
忘
れ
て
し
ま
っ

た
が
実
在
す
る
魚
の
話
で
考
え
て
み
よ
う
。 

と
あ
る
魚
は
二
年
で
成
魚
に
な
る
。
成
魚
に
な
っ
た
オ
ス
と
メ
ス
の
魚
は
つ
が
い
に
な
っ
て
産
卵
す
る
。
メ
ス
は
産
卵
で
命
を
使
い
果
た
し
て
死
ぬ
。
オ
ス
は
卵
が

無
事
孵
化

ふ

か

す
る
ま
で
何
も
食
べ
ず
に
卵
を
守
り
続
け
、
最
後
に
は
死
ぬ
。
メ
ス
と
オ
ス
の
命
を
か
け
た
努
力
で
孵
化
し
た
稚
魚
は
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
成
魚
に
な
る
過

程
で
天
敵
に
捕
食
さ
れ
る
が
）
二
年
後
に
成
魚
と
な
り
、
ま
た
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
て
命
を
つ
な
い
で
い
く
。
こ
れ
は
命
の
尊
さ
と
生
命
の
不
思
議
を
示
す
格

好
の
材
料
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
私
は
こ
の
種
の
物
語
を
見
る
た
び
に
、
い
つ
も
こ
う
思
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

「
で
も
、
何
の
た
め
に
？
」 

生
命
の
連
鎖
と
い
う
点
だ
け
に
鑑
み
る
と
、
魚
と
人
間
に
大
し
た
違
い
は
な
い
は
ず
だ
。
私
の
母
と
父
の
両
親
の
そ
の
ま
た
両
親
の
そ
の
ま
た
両
親
の
そ
の
ま
た
…

…
と
私
た
ち
は
生
命
の
連
鎖
を
無
限
に
辿
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

Ｃ

、
生
命
の
連
鎖
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
何
の
た
め
に

、
、
、
、
、
生
命
の
連
鎖
が
開
始
さ
れ
、
ど
ん
、
、

な
理
由
で

、
、
、
、
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
知
る
術
が
な
い
。
ど
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
生
命
が
誕
生
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
有
力
な
科
学
的
仮
説
は
存
在
し
て
も
、
何
の
目
的

、
、
、
、

で、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
、
ど
の
よ
う
な
動
機
に
導
か
れ
て
親
か
ら
子
へ
と
生
命
を
繋つ

な

い
で
い
る
の
か
を
私
た
ち
は
理
解
で
き
な
い
の
だ
（
多
く
の
場
合
、
そ
の

分
か
ら
な
さ
を
私
た
ち
は
「
本
能
」
と
い
う
言
葉
で
ご
ま
か
し
て
し
ま
う
）。
そ
ん
な
こ
と
は
分
か
ら
な
く
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
分
か
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
存
在
不
安
」
か
ら
「
生
命
の
連
鎖
」
へ
の
飛
躍
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
形
而
上
学
を
理
解
す
る
う
え
で
は
肝
要
な
の
で
あ
る
。 

自
己
自
身
の
存
在
理
由
を
問
う
こ
と
は
、
生
命
一
般
の
存
在
理
由
を
問
う
こ
と
へ
と
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
と
き
に
問
い
が

全
体
化

、
、
、
し
て
い
る
こ
と
だ
。
カ
ン

（
注
２
）

ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
示
し
た
よ
う
に
、
あ
る
全
体
性
に
向
か
っ
て
無
限
に
推
論
を
続
け
ら
れ
る
の
が
理
性
に
ソ
ナ
わ
っ
た
能

力
で
あ
り
、
自
分
だ
け
で
な
く
す
べ
て
に
は
例
外
な
く
終
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
理
性
は
洞
察
す
る
。
理
性
的
推
論
の
際
限
の
な
さ
は
、
一
切
の
経
験
を
超
越
し
た
形
而

上
学
に
人
を
向
か
わ
せ
る
だ
ろ
う
。
理
性
は
、
〈
私
〉
の
存
在
不
安
か
ら
生
命
一
般
の
存
在
へ
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
生
命
一
般
の
存
在
に
対
す
る
懐
疑
か
ら
世
界
全

１
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第
一
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

一
つ
の
思
考
実
験
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
単
な
る
空
想
と
哲
学
的
な
思
考
実
験
の
違
い
は
、
想
像
す
る
こ
と
に
明
確
な
目
的
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
と
私
は
考

え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
思
考
実
験
の
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

「
異
星
人
に
よ
る
福
音

（
注
１
）

」
と
名
づ
け
た
こ
の
思
考
実
験
の
ね
ら
い
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
私
た
ち
を
形け

い

而じ

上
じ
ょ
う

学が
く

的
探
究
に
向
か
わ
せ
る
根
本
動
機
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
哲
学
の
一
分
野
で
あ
る
形
而
上
学
は
、
全
体
と
し
て
の
世
界
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
、
万
物
の
根
本
原
因
ま
た
は
究
極
の
根
拠
を
究
明
す
る
。
本
書

で
は
、「
原
理
的
に
有
限
で
あ
る
経
験
を
超
越
し
て
、
シ
ベ
ン
的
に
世
界
全
体
の
究
極
の
根
拠
に
迫
ろ
う
と
す
る
の
が
形
而
上
学
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
お
こ
う
。 

世
界
全
体
の
究
極
の
根
拠
を
問
う
と
き
、
形
而
上
学
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
何
が
人
を
形
而
上
学
へ
と
駆
り
立
て
る
の
か
。
最
初
に
こ
の
こ

と
を
考
え
て
み
た
い
。 

Ａ

、
世
界
へ
の
「
驚
き
」
や
純
粋
な
「
知
的
好
奇
心
」
か
ら
も
形
而
上
学
の
探
究
は
開
始
さ
れ
る
が
、
以
下
で
は
、
驚
き
や
知
的
好
奇
心

で
は
な
く
、「
存
在
不
安
」
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
形
而
上
学
へ
の
道
を
辿た

ど

っ
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
人
間
存
在
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
人
間
存
在
の
あ
り
か
た
、
と
り
わ
け
自
ら
の
意
志
で
そ
の
つ
ど
選
択
し
決
定
し
て
い
く
、
主
体
的
存
在

と
し
て
の
〈
私
〉
の
存
在
の
あ
り
か
た
を
哲
学
で
は
「
実
存
」
と
呼
ぶ
。
実
存
の
構
造
に
つ
い
て
ハ
ン
セ
イ
し
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
実
存
的
関
心
は
、
つ
ね
に
〈
私
〉

に
中
心
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。 

⑴
〈
私
〉
が
実
存
的
視
線
の
中
心
で
あ
り
、
世
界
の
意
味
は
つ
ね
に
〈
私
〉
に
対
し
て
開
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。 

⑵
実
存
と
は
そ
も
そ
も
自
己
へ
の
配
慮
の
こ
と
で
あ
り
、
実
存
的
関
心
の
主
な
対
象
は
〈
私
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

以
下
の
考
察
に
と
っ
て
は
後
者
の
意
味
が
重
要
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
具
合
だ
。
何
の
た
め
に
〈
私
〉
は
生
き
て
い
る
の
か
？ 

な
ぜ
〈
私
〉
は
こ
の

〈
私
〉
で
あ
っ
て
他
の
〈
私
〉
で
は
な
い
の
か
？

い
つ
か
死
ん
で
す
べ
て
無
に
帰
し
て
し
ま
う
の
に
、
死
ぬ
ま
で
必
死
に
生
き
る
こ
と
に
そ
も
そ
も
何
の
意
味
が
あ

る
の
か
？
―
―
こ
の
よ
う
な
問
い
は
、
誰
も
が
一
度
は
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
し
、
現
在
進
行
形
で
考
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。 

ａ
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〔 国 語 〕 

【注意事項】 

１．試験問題は(21)～(12)ページです。 

２．国語の問題は右開きです。 

３．解答はすべて国語の解答用紙に記入してください。 

（22）
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数学 正解・配点 略解

第１問（２５点）

問１

x4 + y4 = (x2 + y2)2 − 2x2y2 = {(x+ y)2 − 2xy}2 − 2(xy)2

= {(
√
3)2 − 2 · (−2)}2 − 2 · (−2)2 = (3 + 4)2 − 2 · 4 = 49− 8 = 41 (５点)

問２ N = (1+
√
7+

√
5)(1+

√
7−

√
5) = (1+

√
7)2−5 = 3+2

√
7 = 3+

√
28であり，5 <

√
28 < 6

からN の整数部分は 8 (５点)

問３ 平均は 1
5
(10 + 14 + 32 + 30 + 19) = 21であるから，

分散は 1
5
{(−11)2 + (−7)2 + 112 + 92 + (−2)2} = 75.2 (５点)

問４ a以外の 5文字の並べ方は 5!通りある。そのうちの 1つ，例えば b c d e f に対し，

∨b∨c∨d∨e∨f∨ の 6つの ∨ の部分に aを入れることを考えればよい。すなわち，求める並べ

方は，5!× 6C3 = 2400通り (５点)

問５ 10進法に直すと 3.1(6) = 3 · 60 +1 · 6−1 = 3+ 1
6
，10.1(2) = 1 · 21 +1 · 2−1 = 2+ 1

2
であり，

3.1(6) + 10.1(2) = 5 + 2
3

= 1 · 31 + 2 · 30 + 2 · 3−1 であるから，

にあてはまる数は 12.2 (５点)

第２問（２５点）

問１ x = 3を代入して，9 + 3(k − 7) + k − 12 = 0，4k = 24，k = 6 となる。 1⃝の左辺を因数分解
すると，(x− 3)(x+ 2) = 0となる。よって x = 3以外の解は x = −2 (７点)

問２ a > 0のとき， 2a+ 1
3

−
(
1
2
a− 5

)
= 1

6
a+ 16

3
> 0となるため，整理すると，

S =
{

x
∣∣ 1

2
a − 5 < x ≦ 2a+ 1

3

}
である。この S が，−2 と 3 を含むための条件は，

1
2
a− 5 < −2かつ，3 ≦ 2a+ 1

3
であり，これを整理して，4 ≦ a < 6となる。a > 0との共

通部分をとって 4 ≦ a < 6 (９点)

問３ −2以上，3以下の整数は 6個である。

そのため 4 ≦ a < 6 のとき，S がちょうど 6 個の整数を持つために満たすべき条件は，

−3 ≦ 1
2
a− 5かつ， 2a+ 1

3
< 4である。これを整理して 4 ≦ a <

11

2
(９点)

1



第３問（２５点）

問１ 三角形 ABCと三角形 ACDにそれぞれ余弦定理を適用すると

AC2 = 9 + x2 − 2 · 3 · x · cos 120◦ · · · · · · 1⃝

AC2 = 9
4
x2 + x2 − 2 · 3

2
x · x · cos 60◦

よって，上の 2式の右辺を等号で結んで整理すると，x2−4x−12 = 0となり，(x−6)(x+2) = 0

より，x = 6，− 2を得る。x > 0から x = 6 (８点)

問２ 1⃝に x = 6を代入すると，AC2 = 9+ 36− 2 · 3 · 6 ·
(
− 1

2

)
= 63となるので，AC = 3

√
7で

ある。ここで，求める半径を Rとし，三角形 ABCに正弦定理を適用すると，

2R =
3
√
7√
3
2

R =
√
21 (8点)

問３ BP = a，CP = bとおくと，方べきの定理によ A

B

C

D

P

a

3 9

6

b

60◦
120◦

り a(a+ 3) = b(b+ 6) · · · · · · 1⃝である。

また，∠BPC=∠DPA，∠PCB=∠PADである
から，△BPC∽△DPAとなり，

a : 6 = (b + 6) : 9である。この式を変形して

b = 3
2
a− 6であり， 1⃝に代入すれば，

a2 + 3a =
(
3
2
a− 6

)
· 3
2
aであり，

a = 48
5
，b = 42

5
を得る。

以上から，△BPC = 1
2

· PB · BC · sin 60◦ = 1
2

· 48
5

· 6 ·
√
3
2

=
72

√
3

5
(9点)

2



第４問（２５点）
コインを投げて，表が a回，裏が b回出たとき，点 P(3a− b，a+ 2b)である。· · · · · · 1⃝

問１ 3a − b = a + 2bとおくと，2a = 3bである。2と 3は互いに素であるから，2a = 3bを満た

す a，bで，a + bが最小になるのは a = 3，b = 2のときで，コインを投げた合計の回数は

2 + 3 = 5 (７点)

問２ コインを 6回投げるとき，事象 E，F を次のように定める。

E :点 Pの x座標が 3の倍数

F :点 Pの y座標が 4の倍数

事象 E が起こるのは，(a，b) = (0，6)，(3，3)，(6，0)のときである。

すなわち，P (E) =
(
1
2

)6

+ 6C3

(
1
2

)6

+
(
1
2

)6

= 22
(
1
2

)6

である。

次に，事象 F が起こるのは，(a，b) = (0，6)，(4，2)のときである。

すなわち，P (F ) =
(
1
2

)6

+ 6C4

(
1
2

)6

= 16
(
1
2

)6

である。

さらに，E ∩ F が起こるのは，(a，b) = (0，6)のときであるから，P (E ∩ F ) =
(
1
2

)6

であ

り，以上から

P (E ∪ F ) = P (E) + P (F )− P (E ∩ F ) = (22 + 16− 1)
(
1
2

)6

=
37

64
(９点)

問３ 点 Pが直線 y = 2
3
x+1上に存在しているとき， 1⃝から a+2b = 2

3
(3a− b) + 1となる。す

なわち，−3a+8b = 3である。−3 · 7+ 8 · 3 = 3であることと合わせて，3(a− 7) = 8(b− 3)

を得る。3と 8は互いに素であり，a，bは整数 kを用いて，a− 7 = 8k，b− 3 = 3kと表すこ

とができる。a+ b = 11k + 10で，1 ≦ 11k + 10 ≦ 150を満たす最大の kは k = 12である。

このとき，コインを投げた回数は 11 · 12 + 10 = 142 (９点)

3
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